
事業概要シート
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【事業の目的・概要・対象】

【背景】

　昭和２６年６月に制定されたモーターボート競走法に基づき、昭和２７年４月６日に全国に先駆けて開
催した。

　モーターボート競走の施行を通じて、継続的に収益を確保し、一般会計への繰出を行う。

施策 2201 健全な財政運営の推進 ≪≫の金額 補正予算要求時…当初・繰越予算の合計額
　　　　　 新年度予算要求時…当初・繰越・補正予算の合計額

事業名 競艇事業 拡充 予算額

事業期間 昭和27年度 ～ 財
源
内
訳

根拠法令
要綱等

大村市モーターボート競走事業の設置等に関す
る条例

担当課 競艇企業局業務課 課長 荒木　良也

担当者 林　哲也 問合せ先 0957-54-4111（内線211）

地方債 千円
その他 108,460,494 千円
一般財源 千円

108,460,494 千円

89,439,190 ≫千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円

年度 H25 H26 H27 H28 H29
売上額(百万円) 38,049 39,164 49,892 47,072 57,677
利用者数(千人) 6,681 7,363 10,010 10,414 12,585
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【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】（千円）

評価調整
委員会評価

妥当性
(市の関与)

　モーターボート競走は総務大臣の指定を受けた地方公共団体だけが実施できる。

有効性
(施策貢献度)

　モーターボート競走事業の収益から市への繰出しは、開設以来の累計で６００億円を超え
ており、市の財政に大きく貢献している。

効率性
(コスト)

　事業運営にかかる経費については、節減に努めている。

1次評価 担当者記載のとおり

2次評価 1次評価のとおり

嘱託員(人) 240.00人 236.00人 236.00人 236.00人 236.00人 236.00人 1420.00人
フルコスト 70,169,110 80,648,739 90,127,850 109,146,516 99,146,022 100,146,022 549,384,259

職員(人) 31.00人 32.00人 32.00人 32.00人 32.00人 32.00人 191.00人
時間外勤務(h) 7451h 7949h 9678h 8359h 8359h 8359h 50155h

一般財源 0
人件費 684,334 685,202 688,660 686,022 686,022 686,022 4,116,262

地方債 0
その他 69,484,776 79,963,537 89,439,190 108,460,494 98,460,000 99,460,000 545,267,997

国庫支出金 0
県支出金 0

年度 H28 H29 H30 H31 H32 H33 合計
事業費 69,484,776 79,963,537 89,439,190 108,460,494 98,460,000 99,460,000 545,267,997

目標値

事業費は当初・繰越・補正予算の合計額

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(実績)
H30

(目標)
H31

(目標)
H32

(目標)

１日平均売上（自場開催分売上） 目標値 千円 237,738 291,299 312,500 404,040 353,535

利用者数 目標値 千人 10,414 12,585 13,214 13,875 14,569

目標値

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(実績)
H30

(目標)
H31

(目標)
H32

(目標)


